
アフリカのきれいな街プラットフォームについて

アフリカのきれいな街プラットフォーム（ACCP）は、アフリカの国々がきれいな街と健

康な暮らしを実現することを目指して、廃棄物管理に関する知見の共有と SDGsを促進する

ためのプラットフォームです。環境省、国際協力機構（JICA）、国連環境計画（UNEP）、国

連人間居住計画（UN-Habitat）及び横浜市のイニシアチブで 2017年 4月に設立され、アフ

リカ 35カ国、64都市が参加しています。

１ 活動内容 

プラットフォームの枠組みの下、廃棄物に関する知見やデータの収集・整備や、我が

国の廃棄物管理制度や技術に関する研修等の活動を実施しています。SDGsの目標年であ

る 2030年に「きれいな街と健康な暮らし」がアフリカで実現することを目指しています。 

本市は、これまでの廃棄物管理の知見・経験や先進的な技術が評価され、訪日研修の

拠点として位置づけられています。 

２ これまでの活動 

■研修

（１）訪日研修 ３回（英語圏２回、仏語圏１回）

【JICAと連携し、アフリカ諸国の主に廃棄物部門の課長～局長級職員を対象に、

我が国廃棄物管理を学びます。本市は、研修の講義、収集現場や廃棄物関連施

設の視察等を実施しています。】 

（２）スタディーツアー（アディスアベバ・エチオピア）

■フォーラム等

2017年

４月 設立準備会合（モザンビーク・マプト） 

８月 TICAD閣僚会合サイドイベント（モザンビーク・マプト） 

2018年 

６月 第１回全体会合（モロッコ・ラバト） 

10月 TICAD閣僚会合サイドイベント（東京） 

2019年 

８月 第２回全体会合（横浜）予定 

３ 今年度の動き 

  今年度は、８月１日より訪日研修を開催します。 

  また、８月 26 日から ACCP 第２回全体会合を同時期開催の TICAD７に合わせて横浜で

開催します。 

訪日研修の様子
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